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解説

(1) 力学的エネルギー保存則より
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(2) 物体 B には物体 A から，図の右向きに動摩擦力 µmg がはたらく．よって，右向きを正として B の運動方程式より
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(3) A と B 全体の運動量保存則より，
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また，(2) より aB = µmg

M
= (一定) なので，B について等加速度運動の公式より
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(4) (2) と同様に A の加速度 aA を求めると，
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maA = −µmg ... aA = −µg = (一定)

よって，A も等加速度運動をする．A も B も等加速度運動であることに注意して v–t グラフ
を書くと右図のようになる．右図の斜線部が物体 B 上を A が動いた距離 l である．よって
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(5) (3)の①式で V を求めた．
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(6) 小物体 A が B 上に乗ってから，両物体が同じ速さ V になるまでの A と B の変位をそれぞれ x1 ，x2
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とする．動摩擦力が一定であるから小物体 A と B に動摩擦力がした仕事はそれぞれ以下のように計算
できる．

A： µmgx1 cos 180◦ = −µmg · x1

B： µmgx2 cos 0◦ = µmg · x2

よって，小物体 A と B に動摩擦力がした仕事の和 W は，右図より l = x1 − x2 であることに注意して，

W = −µmg(x1 − x2) = −µmg · l = −
M
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別解
小物体 A と B に動摩擦力がした仕事の和 W は，エネルギーと仕事の関係から，以下のように求め

ることもできる．
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解説

(1)

1 x 軸方向には時間 t で延べ vxt 進み，2L 進むごとにピストンに 1 回衝突することから， vxt

2L

2 x 軸方向について，衝突前の運動量が mvx，衝突後の運動量が −mvx なので，運動量の変化は
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3 1 ， 2 より
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4 3 より，単位時間あたりの力積として， mvx
2
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5 4 より，全分子数が nNA なので
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2
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(2)

10 状態 B における圧力を PB [Pa] として，ピストンのつりあいより
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11 状態 B における温度を TB [K] として，ボイル・シャルルの法則より
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12 状態 C における圧力を PC [Pa] とする．ピストンのつりあいより，状態 B から状態 C までは常に圧力が等しいので
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13 状態 C における温度を TC [K] として，シャルルの法則より
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14 状態 D におけるピストンのつりあいより，重りを取り除いていることから，気体の圧力は大気圧に等しい．よって，P0

15 状態 D における温度を TD [K] として，ボイル・シャルルの法則より

PC
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16 状態 A から状態 B の間に気体に与えられた熱量を QAB [J] とする．状態 A から状態 B は定積変化なので，熱力学第一法則より
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17 状態 B から状態 C の間に気体に与えられた熱量を QBC [J] とする．状態 B から状態 C は定圧変化なので，熱力学第一法則より
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18 1 サイクルあたりに気体が外にした正味の仕事を W [J] とする．気体は，状態 B から状態 C の間に外に仕事をして，状態 D か
ら状態 A の間に外から仕事をされるので
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19 求める熱効率を e として，熱効率の定義より
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20 19 より，与えられた関係式を代入して
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= 0.2222 · · · .=. 22.2 %
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大問Ⅱ が大的中しました！ MeBio 近畿大学医学部後期攻略講座 （2026年 2月 28日（試験前日）に実施）
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Ⅲ
(1) (a) 5回 (b) 4回 (c) 210，214，218

(2) 16 mg

(3) (a) I = I0

( 1
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)x

(b) 4 cm

解説

(1) α崩壊，β 崩壊がそれぞれ A回，B 回起こるとすると，

226 − 4A = 206

88 − 2A + B = 82

となる．これより A = 5，B = 4
また，Ra-226（原子番号 88）に α崩壊が A回，β 崩壊が B 回起こって Po（原子番号 84）が生じたとすると，

88 − 2A + B = 84

より

2A = B + 4

となる．このことに加え，前問より 0 <= A <= 5，0 <= B <= 4であるから，(A, B) = (2, 0)，(3, 2)，(4, 4)となる．A = 2，3，4のとき
Poの質量数はそれぞれ 210, 214, 218

(2) 時刻 t0 の質量の
( 1

2

)2
= 1

4
倍が 4 mgであるから，16 mg

(3) (a) 半減期の場合と同様に考えて I = I0

( 1
2

)x

(b)
( 1

2

)x

<= 0.1 および log2 10 = 3.32より x >= 3.32 となる．よって整数で答えると 4 cm
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講評
Ⅰ ［力学：動摩擦力を受けて水平面上を運動する 2体問題］（やや易～標準）
医学部入試では頻出の問題．類題を解いたことがある受験生も多いだろう．各小問も典型的な出題なので，素早く完答して他の大問

に時間を使いたい．
Ⅱ ［熱力学：気体分子運動論，サイクル］（やや易～標準）
前半の (1)が気体分子運動論，後半の (2)が気体の状態変化に関する問題．同じ直方体シリンダーを用いた設定ではあるが，(1)と (2)

で独立した問題となっている．(1)は立方体空間内での気体分子運動論で，いずれの設問も典型的である．類題を解いた経験が十分であ
れば，完答を目指せる．空欄 2は運動量の変化そのものが問われているので，正負に気を付けたい．(2)はピストンで封じたシリンダー
内の気体の状態変化であるが，定積変化と定圧変化を交互に行い，最後は熱効率の導出で終わるため，こちらも典型的である．丁寧に計
算を進めて，完答を目指したい．ただし，シリンダーが直方体型なので，ピストンの面積は L2 となる．問題に与えられていない S など
で解き進めてもよいが，代入を忘れて雪崩式に失点しないように気を付けたい．
Ⅲ ［原子：放射性崩壊，γ 線の遮蔽］（やや易～標準）
放射性崩壊，γ 線の遮蔽についての基本的な問題である．(1)(2)の放射性崩壊については α崩壊，β 崩壊の基本的な性質，および半減

期の定義を用いて解くことができる．また (3)の γ 線の遮蔽については，出題例は少ないが，問題文により問題の意味がよくわかるよう
な作りになっており，また半減期と同じように考えれば解けるため，戸惑う可能性は低いだろう．

総評
総じて，難易度は 2026年度推薦および一般前期試験と比べて易化し，2025年度後期よりもやや難化した．後期は例年通り大問 3つの構

成であった．問題数は昨年度後期の 24問と比較すると，32問となり大幅に増加したが，比較的解きやすい問題が多かったため，時間的には
余裕のある受験者も多かっただろう．大問Ⅰは 1ミス以下，大問Ⅱは，(1)は完答し，(2)で 3ミス程度，大問Ⅲは，1ミス以下程度得点でき
るとよいだろう．目標得点率は 80 %

まで
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メルマガ無料登録で全教科配信！

https://yms.ne.jp/

03-3370-0410

本解答速報の内容に関するお問合せは… メビオ 0120-146-156

https://www.mebio-eishinkan.com/

0120-192-215
https://www.mebio.co.jp/0120-146-156

大阪府大阪市中央区石町2 3 12ベルヴォア天満橋
天満橋駅（京阪 大阪メトロ谷町線）より徒0120-146-156

フリーダイヤル

【受付時間】 9：00～21：00 （土日祝可）
校舎にて個別説明会も随時開催しています。
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①2 / 8（日）～ 2/10 （火）
②2/15（日）～ 2/17 （火）
③2/22 （日）～ 2/24（火）
④3/  1 （日）～ 3/  3 （火）
⑤3/  8 （日）～ 3/10 （火）
⑥3/15 （日）～3/17（火）

無料体験期間

登録はこちらから


